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平成 26 年 12 月期 第２四半期累計期間業績予想と実績との差異 

  及び通期業績予想の修正並びに特別利益発生に関するお知らせ 

 
 平成 26年５月 15日の第１四半期決算短信発表時に公表いたしました平成26年 12月期 第２四半期累計 

期間（平成 26 年１月１日～平成 26 年６月 30 日）の業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、 

お知らせいたします。 

 また、最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年 12 月期 通期（平成 26 年１月１日～平成 26 年 12 月 31 日） 

の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 
記 

１．平成 26 年 12 月期 第２四半期累計期間 業績予想と実績との差異（平成 26 年１月１日～平成 26 年６

月 30 日） 

 （１）平成 26 年 12 月期 第２四半期連結累計期間 連結実績予想と実績の差異 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四半

期純利益 

前回発表予想

（Ａ） 

2,900 95 65 30 2 円 52 銭

実績値（Ｂ） 3,113 105 79 50 4 円 25 銭

増減額 

（Ｂ－Ａ） 

213 10 14 20 ー 

増減率（％） 7.3 10.5 21.5 66.7 ー 

（ご参考）前期 

第２四半期実

績（平成 25 年

12 月期第２四

半期） 

 

 

2,611 41 36

 

 

1 13 銭

（２）平成 26 年 12 月期 第２四半期連結累計期間 個別実績予想と実績の差異 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四半

期純利益 

前回発表予想

（Ａ） 

1,900 50 40 3 円 23 銭 

実績値（Ｂ） 1,937 31 31 2 円 50 銭 

増減額 

（Ｂ－Ａ） 

37 △19 △9 ― 

増減率（％） 1.9 △38.0 △22.5 ― 

（ご参考）前期 

第２四半期実

績（平成 25 年

12 月期第２四

半期） 

 

 

1,587 36 22

 

 

1 円 78 銭 



２．平成 26 年 12 月期 通期業績予想の修正（平成 26 年１月１日～平成 26 年 12 月 31 日） 

 （１）平成 26 年 12 月期 通期連結業績予想の修正 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四半

期純利益 

前回発表予想

（Ａ） 

6,100 200 140 60 5 円 5 銭

今回修正予想

（Ｂ） 

6,100 200 140 80 6 円 72 銭

増減額 

（Ｂ－Ａ） 

― ― ― 20 ― 

増減率（％） ― ― ― 33.3 ― 

（ご参考）前期 

実績（平成 25

年 12 月期） 

 

5,824 170 134

 

48 4 円 12 銭

（２）平成 26 年 12 月期 通期個別業績予想の修正 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四半

期純利益 

前回発表予想

（Ａ） 

3,800 100 40 3 円 23 銭 

今回修正予想

（Ｂ） 

3,800 70 70 5 円 65 銭 

増減額 

（Ｂ－Ａ） 

― △30 75 ― 

増減率（％） ― △30.0 75.0 ― 

（ご参考）前期 

実績（平成 25

年 12 月期） 

 

3,569 94 53

 

4 円 32 銭 

 

３．業績予想と実績との差異及び業績予想修正の理由 

 第２四半期連結業績につきましては、特別利益（投資有価証券売却益）23 百万円等により四半期純利益 

が予想を上回りました。 

 第２四半期個別業績につきましては、為替差損 13 百万円等により経常利益が予想を下回りました。 

 通期業績予想につきましては、連結、個別とも自動車用ハイブリッドＩＣを中心に堅調に推移すると見

込んでおります。 

                              以 上 

 


